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現
在
で
も
住
所
表
記
に
残
る

「
郡
」
は
、
大
正
期
以
前
は
郡
役

所
が
置
か
れ
行
政
区
画
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
し
た
。そ
の「
郡
」

が
成
立
し
た
の
は
、
大
化
の
改

新
直
後
の
こ
と
で
す
。

　

朝
廷
は
諸
国
を
支
配
す
る
た

め
、「
国
」
の
下
に
「
郡
」（
こ

お
り
）、さ
ら
に
そ
の
下
に「
五
十

戸（
さ
と
・
の
ち「
郷
」に
改
編
）」

を
お
き
ま
し
た
。「
五
十
戸
」
は

文
字
ど
お
り
五
十
戸
で
一
つ
の

郷
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
﹃
肥

前
風
土
記
﹄
に
は
、
基
肄
郡
に

六
郷
、
養
父
郡
に
四
郷
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
平
安
時
代
の
﹃
和
名
類
従

抄
﹄
で
補
完
す
る
と
、
基
肄
郡

に
は
姫
社
郷
、山
田
郷
、基
肄
郷
、

川
上
郷
、
長
谷
郷
が
あ
り
、
養

父
郡
は
鳥
樔
郷
、
曰
里
郷
、
狭

山
郷
、
養
父
郷
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

基
肄
・
養
父
の
両
郡
は
肥
前

国
の
ほ
か
の
郡
と
比
較
す
る

と
、
郷
の
数
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
も
の
の
面
積
は
小
さ

く
、
人
口
が
こ
の
地
域
に
集
中

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
中
期
以
降
、
公

地
公
民
制
が
崩
壊
し
は
じ
め
る

と
、
新
し
い
開
墾
地
を
私
有
し

た
有
力
な
農
民
（
名
主
）
が
成

長
し
ま
す
。
朝
廷
は
個
人
で
は

な
く
名
主
層
な
ど
に
税
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
は
役
人

の
立
ち
入
り
を
拒
否
す
る
た

め
、
貴
族
や
社
寺
に
寄
進
し
て

荘
園
と
し
ま
す
。

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
６
回
）

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
６
回
）

「
広
及
舎
」に
よ
る
田
畑
の
経
営

「
広
及
舎
」に
よ
る
田
畑
の
経
営

こ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

こ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

鳥
栖
市
の
成
り
立
ち

鳥
栖
市
の
成
り
立
ち

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
7
回
）

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
7
回
）
　
市
で
は
鳥
栖
市
誌
第
四
巻「
近
代・現
代
編
」の
編
集

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
で
は
、鳥
栖
地
域
に
お

け
る
、古
代・中
世
の
郡
や
村
の
成
立
か
ら
現
在
の
市
の

成
立
に
い
た
る
過
程
を
時
代
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
市
誌
編
纂
係（
☎
85・３
５
４
８
）

　　　　　　鳥栖市域の近世村落（市史研究編４集「鳥栖の民俗」より）
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　中世編では、市内の詳細な調査によって集落の成り立ちや歴史、勝尾城
を中心に市内に残る城館などが明らかになり、中世の鳥栖地域の様子を詳
しく解説しています。
　近世編では、鳥栖市域の東半部と基山町域が対馬藩領になったいきさ
つや対馬藩田代領と佐賀藩領の領政の仕組みの違いなどを解説。また、
近世の鳥栖地域の文学、とりわけ俳諧について紹介しています。
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料編第11集　Ｂ５判440ページ　
2,000円）、鳥栖市内の寺社などの
伝統建築の傾向を解説した『鳥栖
の建築』（研究編第６集　Ｂ５判
490ページ　3,000円）も刊行して
います。
　取り扱いはいずれも市教育委員
会生涯学習課、市内書店、市役所
内売店。
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大
宰
府
天
満
宮
安
楽
寺
領
に

は
、
神
辺
庄
や
幸
津
庄
な
ど

二
十
カ
所
ほ
ど
の
地
区
が
寄
進

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
多
く

は
後
の
時
代
の
村
名
に
つ
な
が

り
ま
す
。
安
楽
寺
領
と
し
て
寄

進
さ
れ
た
地
区
に
は
ほ
と
ん
ど

必
ず
「
天
満
宮
」
が
勧
請
さ
れ
、

現
在
の
老
松
宮
や
天
満
宮
の
あ

る
地
区
に
当
た
り
、「
八
幡
宮
」

の
あ
る
地
区
は
宇
佐
八
幡
宮
な

ど
に
寄
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
幡
宮
系
の
荘
園
に
は
、
基

肄
郡
重
枝
（
重
田
）
や
上
養
父

庄
な
ど
十
カ
所
ほ
ど
の
地
名
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
天
満
宮
系

荘
園
と
合
わ
せ
三
十
に
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
社
寺
の
荘
園

領
も
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
こ
の

頃
に
は
市
域
内
の
大
き
な
村
落

は
成
立
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
荘
園
領
主
た
ち
は
自

分
た
ち
の
権
益
を
守
る
た
め
武

装
を
し
ま
す
。
鳥
栖
は
交
通
の

要
衝
で
あ
り
、
物
流
に
よ
る
権

益
も
大
き
く
、
武
士
が
数
多
く

成
長
し
ま
し
た
。
中
世
の
文
献

上
で
見
ら
れ
る
武
士
名
は
、
鳥

栖
地
域
内
だ
け
で
十
一
人
を
数

え
、
彼
ら
は
「
曾
禰
崎
氏
」「
高

田
氏
」「
山
浦
氏
」
な
ど
の
村
落

名
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
、
筑
紫
氏
が

現
在
の
鳥
栖
市
域
を
含
む
基

肄
・
養
父
両
郡
と
そ
の
周
辺
を

治
め
ま
し
た
。

　

豊
臣
秀
吉
が
九
州
を

平
定
す
る
と
、
こ
の
地

域
は
養
父
半
郡
（
十
三

村
）
が
鍋
島
直
茂
の
領

地
と
な
り
、
残
り
の
養

父
半
郡
と
基
肄
郡
（
合

計
三
十
四
村
）
は
小
早

川
隆
景
領
に
組
み
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
後
小
早

川
領
は
太
閤
蔵
入
地

（
豊
臣
家
直
轄
領
）
を

経
て
、
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
対
馬

藩
主
宗
義
智
の
領
地
と
な
り
、

江
戸
時
代
は
こ
の
領
地
支
配
が

続
き
ま
す
。

　

明
治
四
年
に
戸
籍
法
が
制
定

さ
れ
、
戸
籍
作
成
の
た
め
五
〇

～
一
〇
〇
戸
を
目
安
に
、
江
戸

時
代
の
村
が
二
～
三
ず
つ
合
併

し
、
新
し
い
「
村
」
が
行
政
単

位
と
し
て
区
画
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
大
区
・
小
区
制
」
や

「
戸
長
役
場
制
」
に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
ま
す
が
、
明
治
十
六
年
ま

で
は
轟
木
村
を
除
い
て
江
戸
時

代
の
領
地
支
配
を
引
き
ず
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
二
十
二
年
、
政
府
は
徴

税
・
兵
事
・
教
育
な
ど
の
事
務

を
果
た
す
財
政
基
盤
を
町
村
に

持
た
せ
る
た
め
、
町
村
合
併
を

実
施
し
ま
し
た
。
基
肄
・
養
父
・

三
根
の
三
郡
（
明
治
二
十
九
年

の
合
併
で
三
養
基
郡
）
の
郡
役

所
で
は
、
人
口
や
戸
数
、
田
畑

宅
地
の
面
積
か
ら
合
併
案
を
作

成
し
、「
轟
木
村
」「
田
代
村
」「
基

里
村
」「
麓
村
」「
旭
村
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
轟
木
村
は
明
治

四
十
年
に
「
鳥
栖
町
」
と
し
て
、

田
代
村
は
昭
和
十
一
年
に
「
田

代
町
」
と
し
て
町
制
を
と
り
ま

す
。

　

明
治
十
一
年
か
ら
昭
和
十
五

年
ま
で
の
二
町
三
村
の
人
口
推

移
を
見
る
と
、
明
治
後
期
の
日

露
戦
争
前
後
ま
で
は
、
い
ず
れ

の
町
村
も
人
口
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以

後
、
鳥
栖
町
と
基
里
村
は
増
加

し
た
の
に
対
し
、
田
代
町
と
麓
・

旭
両
村
は
減
少
あ
る
い
は
停
滞

し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
）。
鳥
栖
町

と
基
里
村
の
場
合
、
片
倉
製
糸

や
日
清
製
粉
の
進
出
や
明
治

二
十
二
年
の
鉄
道
開
通
に
よ

り
、
大
正
期
以
降
、
町
村
外
か

ら
人
口
が
流
入
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
逆
に
田
代
や
麓
、

旭
は
、
村
外
へ
人
口
が
流
出
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
の

「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
二

町
三
村
が
合
併
し
て
、
現
在
の

鳥
栖
市
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
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490ページ　3,000円）も刊行して
います。
　取り扱いはいずれも市教育委員
会生涯学習課、市内書店、市役所
内売店。
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行
政
区
画
と
し
て
の

「
郡
」の
成
立

戦
国
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
領
地
支
配

寄
進
に
よ
る
荘
園
化
と

「
村
」の
成
立

近
代
の
幕
開
け
と

二
町
三
村
の
成
立

　中世編では、市内の詳細な調査によって集落の成り立ちや歴史、勝尾城
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
民
間
企

業
な
ど
が
、
基
準
日
現
在
に
保

有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
資

産
と
、
借
入
金
な
ど
の
負
債
お

よ
び
資
本
の
状
況
を
総
括
的
に

表
示
し
た
対
照
表
で
す
。

　

現
行
の
地
方
公
共
団
体
の
会

計
制
度
で
は
、
単
年
度
の
歳

入
、
歳
出
を
対
比
し
た
資
金
の

流
れ
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、

資
産
や
負
債
の
残
高
に
関
す
る

情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。	

　

鳥
栖
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
表
１
の
と
お
り
で
、
市
が
こ

れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
資
産

を
左
側
に
、
そ
の
資
金
の
調
達

方
法
な
ど
を
右
側
に
表
示
し
て

い
ま
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
市
の

財
政
状
況
を
一
覧
で
把
握
で
き

ま
す
。		

	

　

昭
和
44
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
「
資
産
」
は

８
７
１
億
円
（
住
民
１
人
当
た

り
１
３
２
万
円
）
で
、
こ
れ
に

対
し
て
、
将
来
返
済
が
必
要
な

「
負
債
」
が
２
７
２
億
円
（
住

民
１
人
当
た
り
41
万
円
）、
返

済
を
必
要
と
し
な
い
「
正
味
資

産
」
が
５
９
９
億
円
（
住
民
１
人

当
た
り
91
万
円
）
で
す
。
こ
の

資
産
は
、
負
債
返
済
能
力
と
し

て
の
資
産
価
値
を
表
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
運
営
の
結
果
と
し
て
、

負
債
の
約
３
・
２
倍
の
資
産
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
産
の
89
・
７
％
を

占
め
る
有
形
固
定
資
産
の
行
政

目
的
別
割
合
を
見
る
と
、
道

路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
公
園

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
に
要
し

た
土
木
費
が
51
・
３
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
、
学
校
教
育
施

設
や
体
育
施
設
な
ど
の
整
備
を

中
心
と
し
た
教
育
費
が
37
・

１
％
と
な
っ
て
い
て
、
以
下
民

生
費
、
衛
生
費
、
総
務
費
、
農

林
水
産
業
費
、
商
工
費
、
消
防

費
、
労
働
費
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
な

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
状
況
を
、
行
政
活
動
の
性

質
や
目
的
ま
た
効
率
性
の
観
点

か
ら
説
明
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
コ
ス
ト
の
範
囲
は
、

平
成
19
年
度
に
住
民
に
提
供
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
の

コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
現
金
支
出

だ
け
で
な
く
、
減
価
償
却
費
、

不
納
欠
損
額
、
退
職
給
与
引
当

金
繰
入
と
い
っ
た
非
現
金
支
出

を
加
え
た
も
の
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
を
費
目
別
に
見

て
み
る
と
、
民
生
費
が
62
億
円

と
最
も
多
く
、
次
い
で
土
木
費

の
28
億
円
、
教
育
費
の
24
億
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算

書
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流

れ
か
ら
見
た
も
の
で
、
年
度
初

め
と
年
度
末
の
資
金
（
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
お
よ
び
歳

計
現
金
）
の
増
減
内
訳
を
一
覧

表
に
し
た
も
の
で
す
。

　

鳥
栖
市
で
は
、
平
成
19
年
度

中
に
３
億
１
千
万
円
の
資
金
が

減
少
。
３
区
分
の
資
金
収
支
関

連
で
は
、
行
政
活
動
の
収
支
の

黒
字
が
、
投
資
活
動
に
お
け
る

収
支
の
赤
字
を
補
て
ん
し
て
い

る
も
の
の
、
財
務
活
動
に
お
け

る
収
支
の
赤
字
ま
で
は
補
え
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
12
年
３
月
に
自
治
省
（
現
・
総
務
省
）
が
ま
と
め
た
作
成

基
準
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
平
成
19
年
度
の
鳥
栖
市
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
企
業
会
計
的
手
法

を
用
い
た
も
の
で
、
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
的
確
に
つ
か
み
、
健

全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
（
☎
85
・
３
５
１
４
）

総
資
産
は

億
円

行
政
コ
ス
ト
は

１
人
　
万
円

３
億
１
千
万
円

の
資
金
が
減
少

871 28

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

平成19年度

表１ 表２ 表３

総
資
産
は

億
円

行
政
コ
ス
ト
は

１
人
　
万
円

３
億
１
千
万
円

の
資
金
が
減
少

871 28

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

平成19年度

表１ 表２ 表３

総
資
産
は

億
円

行
政
コ
ス
ト
は

１
人
　
万
円

３
億
１
千
万
円

の
資
金
が
減
少

871 28

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

平成19年度

表１ 表２ 表３

総
資
産
は

億
円

行
政
コ
ス
ト
は

１
人
　
万
円

３
億
１
千
万
円

の
資
金
が
減
少

871 28

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

平成19年度

表１ 表２ 表３
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バランスシートの要旨 キャッシュ・フロー 計算書の要旨

行政コスト計算書の要旨

（平成20年3月31日現在、単位：千円） （平成19年4月1日～平成20年3月31日、単位：千円）

（平成19年4月1日～平成20年3月31日、単位：千円）

1.行政活動資金

収入合計

収入合計

収入合計

支出合計

支出合計

支出合計

行政活動から得た資金

投資活動に使用した資金

財務活動に使用した資金
現金・預金の増減額
現金・預金の繰越残高
現金・預金の年度末残高

市税（地方譲与税含む）
交付金
地方交付税
国・県支出金
使用料及び手数料
分担金・負担金・寄附金
諸収入

国・県支出金
財産収入
貸付金元利収入
他会計・基金からの繰入

有形固定資産の取得
貸付金
投資及び出資
積立基金への積立
他会計・定額運用基金への繰出

市債

市債元金償還額
利子及び公債諸費

（内訳）財政調整基金
　　　　減債基金
　　　　歳計現金
　　　　　計

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等

12,371,024
975,935
344,055
2,569,967
  507,952
  372,864
  362,009

3,698,233
2,293,733
    60,952
3,611,149
3,769,887

2,179,887
  619,814

921,200
921,200

2,799,701
△1,878,501

       △310,580
   2,998,885
   2,688,305
  1,805,809
390,004
  492,492
2,688,305

17,503,806

13,433,954
4,069,852

1,026,980

3,528,911
△2,501,931

2.投資活動資金

3.財務活動資金

資　産　の　部 負　債　の　部

１.有形固定資産 １.固定負債

２.投資等 ２.流動負債

負　債　合　計

正味資産合計

１.国庫支出金

２.県支出金

３.一般財源等

３.流動資産

資　産　合　計 負債・正味資産合計

（1）総務費
（2）民生費
（3）衛生費
（4）労働費
（5）農林水産業費
（6）商工費
（7）土木費
（8）消防費
（9）教育費
（10）その他
　　（うち土地） （32,587,100）（493）

（1）地方債

（2）債務負担行為

　①物件の購入費

　②債務保証又は損失補償

（3）退職給与引当金

（1）翌年度償還予定額

（2）翌年度繰上充用金

全体額

（1）投資及び出資金
（2）貸付金
（3）基金
　①特定目的基金
　②土地開発基金
　③定額運用基金

（1）現金・預金
　①財政調整基金
　②減債基金
　③歳計現金
（2）未収金
　①地方税
　②その他

78,119,227

5,660,369

3,299,283

  21,358,536

87,078,879

1,181 25,084,103 379

323

56

 27
 38
 35
  
 22
 
   

85

50

1,316

2

8
606

438
5

0

1人当たり

1人当たり

全体額 1人当たり

0

0

0

0 0

0

0

0

3,725,567

2,138,081 32
32

411

2,138,081

27,222,184

11,565,244

  1,759,519

46,531,932

175

  27

703
59,856,695
87,078,879

905
1,316

正味資産の部

※１.物件の購入等に係る支出予定額
※２.債務保証及び損失補償に係る債務負担行為限度額

2,430,476千円
10,386,799千円

行　政　コ　ス　ト 収 　 入 　 項 　目

コスト合計①

使用料・手数料等

国庫（県）支出金

一般財源

全体額

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
その他費用

  1,294,140

  2,602,566

13,780,434

18,528,655 280

1人当たり全体額

収入合計②

正味資産国庫（県）
支出金償却額③

期首一般財源等
差引（②－①+③）
期末一般財源等

17,677,140

460,321

46,923,126
△391,194
46,531,932

  20

  39

208

267

表表11 表表33

表表22

1,787,629
2,503,962  
2,302,854 
123,908
1,485,278    
543,854

40,091,505   
326,013

28,943,793
10,431

2,657,619
395,526
2,607,224
1,727,138
783,658
96,428

2,688,305
1,805,809
390,004
492,492
610,978
572,777
38,201

  40
6
39
26
12
1

  41
27
6
8
9
9
0

231,728
46,802
423,039
325,411

1,485,398
423,000
51,037
3,668

1,565,808

 296,355
2,214,306
6,159,547
2,287,723
51,608
650,937
316,636
2,818,730
673,937
2,387,817

3,161
619,814
48,084

  4
33
93
35
  1
10
  5
43
10
36
  0
9
  1

ことばの説明
（注１）普通会計…会計範囲の異なる地方
　　　　公共団体間の財政状況を比較し
　　　　やすくするために、地方財政統
　　　　計上用いる会計区分。具体的に
　　　　は、一般会計と老人保健特別会
　　　　計の一部、鳥栖駅東土地区画整
　　　　理特別会計の一部です。
（注２）決算統計…総務省が統一的な基準
　　　　で実施している財政統計調査。

！ 【
総
務
省
作
成
基
準
】

①
対
象
と
す
る
会
計
の
範
囲

は
普
通
会
計（
注
１
）で
す

②
作
成
基
準
日
は
、平
成
20

年
３
月
31
日
と
し
、同
年
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
出
納
整
理
期
間
の
収
支
に

つ
い
て
は
、基
準
日
ま
で
に
終

了
し
た
も
の
と
し
て
処
理
し

て
い
ま
す

③
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
基
礎
数

値
は
、昭
和
44
年
度
以
降
の

「
決
算
統
計
」（
注
２
）の
デ
ー

タ
を
使
用
し
ま
し
た

④
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
基

礎
数
値
は
、平
成
19
年
度
の

決
算
書
類
及
び
決
算
統
計
の

デ
ー
タ
を
使
用
し
ま
し
た

⑤
キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー
計
算
書

の
基
礎
数
値
は
、平
成
19
年

度
の
決
算
統
計
の
デ
ー
タ
を

使
用
し
ま
し
た

※
作
成
基
準
日
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現

在
）
の
人
口
は
６
万
６
１
５
５
人
で
す
。
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不
要
不
急
の
外
出
は 

控

え

ま

し

ょ

う

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

身
を
守
る
に
は
、
ま
ず
感
染
の

機
会
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
例
え
ば
、
集
会
場
な
ど
人

が
多
く
集
ま
る
場
所
へ
は
行
か

な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
不
要

不
急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
外
出
す

る
場
合
は
、
体
や
服
に
ウ
イ
ル

ス
が
つ
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

コ
ー
ト
を
着
て
、
帽
子
を
か
ぶ

り
、
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
と
手

袋
を
着
用
し
て
外
出
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
帰
宅
し
た
ら
、
コ

ー
ト
や
帽
子
を
玄
関
で
脱
ぎ
、

マ
ス
ク
や
手
袋
は
袋
に
入
れ
て

密
閉
し
た
状
態
で
捨
て
る
よ
う

に
し
、
家
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
室
内
に
入
っ
た
ら
、
う

が
い
、
手
洗
い
、
洗
顔
（
で
き

れ
ば
洗
髪
も
）
忘
れ
ず
に
。

食

料

品

な

ど

を 

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

次
に
大
切
な
こ
と
は
、
物
資

不
足
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
備

え
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
に
よ
り
、
物
流
が
止
ま
っ

て
生
活
必
需
品
が
不
足
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

流
行
期
が
２
カ
月
続
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
備

蓄
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
３
日
分
を

目
安
に
食
料
や
日
用
品
な
ど
を

普
段
か
ら
準
備
し
、
少
し
ず
つ

増
や
し
て
発
生
時
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
③

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
③

知
ろ
う

　防
ご
う

！

！

　

近
い
将
来
、
必
ず
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
。
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
い
、
ぴ
っ
た
り
合
っ
た

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
一
度
発
生
す
る
と
、
そ
の
大
流
行
を
阻
止
す

る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
、
国
も
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
や
治
療
薬
の
備
蓄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
自
己
防
衛
が
大
切
で

す
。
各
家
庭
で
も
、
発
生
し
た
と
き
の
対
応
を
考
え
、
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
号
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
備
え
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
存
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
健
康
増
進
課
（
☎
85
・
３
６
５
０
）

外出時はコートや帽子、使い捨てマスクな
どを着用しましょう

■
食
料
品

主
食（
米
、切
り
餅
、お
か
ゆ
、麺
類
）、レ
ト
ル
ト
食

品
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、缶
詰
、飴
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

※

長
期
保
存
が
で
き
て
、調
理
せ
ず
に
す
ぐ
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

■
飲
料
品

水
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、粉
ミ
ル
ク
な
ど

※

目
安
は
１
日
あ
た
り
１
人
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
で
す

■
医
薬
品
　

液
体
の
手
洗
い
石
鹸
、う
が
い
薬
、消
毒
薬
、胃
薬
、整

腸
剤
、解
熱
鎮
痛
剤
、体
温
計
、冷
却
材（
冷
却
シ
ー

ト
、氷
枕
）、そ
の
他
持
病
の
処
方
薬
な
ど

■
日
用
品
　

マ
ス
ク（
ウ
イ
ル
ス
防
止
マ
ス
ク
）、薄
手
の
ゴ
ム
手
袋
、ビ
ニ
ー
ル
袋
、蓋

つ
き
の
密
閉
容
器
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、生
理

用
品
、紙
お
む
つ
な
ど

※

二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、マ
ス
ク
や
手
袋
は
使
い
捨
て
の
も
の
が
よ
い

で
し
ょ
う

各
家
庭
で
備
蓄
し
て
お
く
と
便
利
な
も
の

食
料・飲
良
品
の
消
費
期
限
が
迫
っ
て
き
た
ら
普
段
の
食
事
に
使
い
、新

し
く
買
い
足
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、右
記
以
外
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
話
し
合
い
、必
要
な
も
の
を
付
け
加
え
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備蓄の
コツ！！
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「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
前
期
計
画
）」
が
、
平
成
22
年

３
月
で
終
了
す
る
た
め
、
市
で

は
平
成
26
年
度
ま
で
の
「
後
期

計
画
」
を
新
た
に
作
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
た
計
画
に
す
る

た
め
に
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

１
５
０
０
世
帯
を
無
作
為
抽
出

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回

答
は
、
よ
り
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

意
見
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
12
月
中

旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
者
が
特
定

さ
れ
た
り
、
こ
れ
以
外
の
目
的

に
利
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
を
対
象
に
見
舞
金
を
贈
り
ま

す
。

　

該
当
す
る
人
は
身
分
証
と
印

鑑
を
持
参
の
上
、
こ
ど
も
育
成

課
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対　

象
●
12
月
１
日
現
在
、
市

内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
母
子
・

父
子
家
庭
で
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
両
親
の
死
亡
な
ど
で
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
人

申
請
期
間
●
12
月
15
日
（
月
）

か
ら
同
24
日
（
水
）
ま
で
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
育
成
課
（
☎
85
・

３
５
５
２
）

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
育
成
課
（
☎
85
・

３
５
５
２
）

市　役　所

項　　　目 電　話 備　考

斎　　　場

（金）（土） （祝）（火）（水）

休日救急医療センター

可　燃　ご　み

出生・死亡届など

29 30
（日）
31 １

12月 １月
２ ３

（木）
４

年末年始の業務案内

※年末のリサイクルプラザへの直接搬入は大変混雑しますので、早めに搬入してください。

項　　　目 電　話 備　考
１月12月

市　役　所

出生・死亡届など

可 　 燃　ご　み

粗大ごみ（シール）

粗大ごみ（臨時収集）

市役所前コンテナ収集

資 源 物
（町でのコンテナ収集）

リサイクルプラザへの直接搬入

定 期 収 集

中央、麓、田代

南、基里、旭、若葉

不 定 期 収 集

老人福祉センター

地 区 公 民 館

体 育 施 設

と り ご え 荘 ・やまびこ山荘

斎　　　　　　　　場

休日救急医療センター

市役所職員玄関横の当直室で受け付けます

平常どおり 平常どおり

（火）
30

休

休 休 休

○ ○ ○

休

休

休休
※3

○

休

休

休

休

休

（水）
31

休 休

○

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

（祝）
１

休

休

休

休休 休

休

休休

休

休

休

休

休

休

（金）
２

休

○ ○

休

休

休

休 休

休 休

休 休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

（土）
３

休 休

○ ○

休 休 休

休 休

休 休

休

休 休

休 休

休

休

休

休

休 休

休

休

（月）
29

（日）
28

○○

○

○

○

○

（日）
４

休

休

休 休 休 休 休 休○ ○

休休 休 休 休 休 休 休

休 休

休

○

休

休
※2

○

○
※4

休

休

休

休

（土）
27

（金）
26

休

○

○

○

○
※1

○
○

○ ○ ○

○

○

○

○

○
※5

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○

○

（月）
５

○

休

○

休

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

午前９時～午後９時

※1

※2 午前８時半 ～同11時
※3 午前９時 ～午後４時

午前８時半～正午※4

12月19日までに
鳥栖環境開発綜合
センターへ

※5

85-3500

83-3264

83-0119

83-4364

85-3561

94-9313

83-4571
し
　尿

ご
　み 12月23日までに

鳥栖環境開発綜合
センターへ

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

芸
術
文
化
賞
の
受
賞
者
は
１
団
体
７
人

小
学
校
給
食・地
区
公
民
館
主
事・移
動
図
書
館

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ひ
と
り
親
家
庭

　に
見
舞
金
を
贈
り
ま
す

な
ど

市
政
功
労
者
32
人
を
表
彰

市
嘱
託
職
員
を
募
集

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

芸
術
文
化
賞
の
受
賞
者
は
１
団
体
７
人

小
学
校
給
食・地
区
公
民
館
主
事・移
動
図
書
館

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ひ
と
り
親
家
庭

　に
見
舞
金
を
贈
り
ま
す

な
ど

市
政
功
労
者
32
人
を
表
彰

市
嘱
託
職
員
を
募
集
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平
成
20
年
の
市
政
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
１
日
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
政
の
運
営
、
体
育
・
文
化

の
振
興
、
民
生
の
安
定
な
ど
に

功
績
の
あ
っ
た
の
べ
32
人
を
表

彰
。
市
民
文
化
祭
式
典
に
お
い

て
橋
本
康
志
市
長
が
一
人
一
人

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
市
文
化
連

盟
芸
術
文
化
賞
の
授
賞
式
も
同

時
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
水
田
哲

夫
さ
ん
（
本
町
、
絵
画
）
の
県

芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
を
受
け
た
方
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

■
市
政
功
労
者
表
彰

【
市
政
の
運
営
に
貢
献
】
中
村
直

人
（
今
泉
町
、
市
議
会
議
員
）

光
安
一
磨
（
幸
津
町
、
同
）
森

山
林
（
立
石
町
、
同
）
尼
寺
省

悟
（
本
通
町
、同
）
岸
川
善
憲
（
浅

井
町
、市
嘱
託
員
）横
尾
猛
彦（
山

浦
町
、同
）
髙
田
誠
彦
（
平
田
町
、

同
）
森
正
實
（
村
田
町
、同
）
井

手
一
彦
（
古
野
町
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
）
古
賀

井
町
、同
）
古
賀
芳
子
（
飯
田
町
、

同
）
酒
井
雅
子
（
原
町
、同
）
小

石
壽
子
（
桜
町
、
同
）
髙
田
誠

彦
（
平
田
町
、同
）
西
村
孝
子
（
村

田
町
、
同
）
豊
増
ト
ミ
ヱ
（
幸

津
町
、
同
）

【
保
健
衛
生
に
貢
献
】　

野
田
芳

隆
（
西
田
町
、
学
校
医
）
前
山

豊
明
（
宿
町
、同
）
赤
司
健
一
（
萱

方
町
、
学
校
歯
科
医
）

■
芸
術
文
化
優
秀
団
体
賞

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
サ
ロ
ン
（
ダ

ン
ス
）

■
芸
術
文
化
賞

仁
田
春
美
（
田
代
本
町
、
華
道
）

紫
村
保
子
（
今
泉
町
、
手
芸
）

■
芸
術
文
化
功
労
賞

廣
重
宗
美
（
本
町
、
茶
道
）
古

賀
カ
ツ
ミ
（
曽
根
崎
町
、
謡
曲
）

新
開
鶯
山
（
平
田
町
、
吟
詠
）

松
尾
彌
陽
（
永
吉
町
、
同
）
泉

喜
寿
桜
（
基
山
町
、
日
舞
）

敏
久
（
元
町
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
）
矢
壁
彦
二

郎
（
古
野
町
、
統
計
調
査
員
）

【
市
の
進
展
に
貢
献
】
古
賀
俊
和

（
福
岡
市
、
用
地
提
供
）

【
体
育
・
文
化
の
振
興
に
貢
献
】

古
賀
達
也
（
本
町
、
体
育
指
導

委
員
）
飛
松
忠
文
（
田
代
本
町
、

同
）
山
田
マ
ス
ミ
（
大
正
町
、

文
化
連
盟
役
員
）
木
村
政
滿
（
小

郡
市
、
同
）
香
月
る
り
子
（
立

石
町
、
同
）

【
民
生
の
安
定
に
貢
献
】
小
野
ト

ミ
ヱ
（
轟
木
町
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
）川
上
ス
ナ
エ（
東
町
、

同
）
久
光
慶
子
（
田
代
上
町
、同
）

青
木
登
（
今
町
、
同
）
権
藤
勝

市
（
神
辺
町
、同
）
梶
山
弘
美
（
浅

　工事、建設コンサルタント等業
務、委託業務等（清掃・警備を含む）
および物品関係の指名願（入札参
加資格審査申請書）を 12 月 15 日
（月）から来年１月 31 日（土）ま
でに契約管財課へ持参または送付
してください。当日必着。
　指名願の有効期間は来年４月１
日から２年間。提出書類は市ホー
ムページ（http://www.city.tosu.lg.
jp）からダウンロードまたは当課窓
口で配布します。

工事、建設コンサルタント業務など

指名願の受け付け

■問い合わせ
契約管財課（〒841－8511 鳥栖市
宿町 1118 番地　☎85-3547）

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

芸
術
文
化
賞
の
受
賞
者
は
１
団
体
７
人

小
学
校
給
食・地
区
公
民
館
主
事・移
動
図
書
館

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ひ
と
り
親
家
庭

　に
見
舞
金
を
贈
り
ま
す

な
ど

市
政
功
労
者
32
人
を
表
彰

市
嘱
託
職
員
を
募
集



9 2008.12. １

ま
た
、
来
年
１
月
か
ら
３
月
末

ま
で
日
々
雇
用
職
員
（
午
前
８

時
15
分
～
午
後
５
時
）
と
し
て

試
行
雇
用
し
ま
す

賃　

金
●
月
額
14
万
２
１
７
０

円
。
試
行
期
間
に
つ
い
て
は
日

額
６
７
７
０
円

申
し
込
み
●
12
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
①
申
込
書
（
記
載
例
を

参
照
）
②
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
し
た
も
の
③
返
信
先

を
記
入
し
た
は
が
き
を
教
育
委

員
会
総
務
課
（
〒
８
４
１
―

８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１

８
番
地
）
へ
持
参
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
同
日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接

（
12
月
21
日
を
予
定
）

結
果
通
知
●
合
否
に
関
係
な
く

12
月
中
に
全
員
に
通
知
し
ま
す

②
地
区
公
民
館
主
事

応
募
資
格
●
来
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
者

募
集
人
員
●	

若
干
名　

勤
務
形
態
●
週
５
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
含
む
）、
①
午
前

９
時
～
午
後
５
時
②
午
後

２
時
～
同
10
時

賃　

金
●
月
額
14
万
７
１

７
０
円

申
し
込
み
●
来
年
１
月
16

日
（
金
）
ま
で
に
①
申
込

書
（
記
載
例
を
参
照
）
②

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を

貼
付
し
た
も
の
③
返
信
先

を
記
入
し
た
は
が
き
を
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
〒
８
４
１
―

８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町

１
１
１
８
番
地
）
へ
持
参
、
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
同

日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
作
文
、

面
接
（
来
年
２
月
上
旬
を
予
定
）

な
ど

結
果
通
知
●
合
否
に
関
係
な
く

２
月
中
に
全
員
に
通
知
し
ま
す

③
移
動
図
書
館
等
業
務

応
募
資
格
●
普
通
免
許
を
有
し
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人
。
住
所
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
人
員
●
１
人

勤
務
形
態
●
週
５
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
含
む
）
午
前
８

時
半
～
午
後
７
時
15
分
の
う
ち

７
時
間
15
分
勤
務
（
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

賃　

金
●
月
額
14
万
２
１
７
０

円

申
し
込
み
●
来
年
１
月
６
日

（
火
）
か
ら
１
月
20
日
（
火
）
ま

で
に
①
申
込
書
（
記
載
例
を
参

照
）
②
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
付
し
た
も
の
③
返
信
先
を

記
入
し
た
は
が
き
④
免
許
証
の

写
し
を
市
立
図
書
館
（
〒

８
４
１
―
０
０
５
３
鳥
栖
市
布

津
原
町
11
―
21
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
同
日

必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接
、

作
文
（
来
年
２
月
上
旬
を
予
定
）

結
果
通
知
●
合
否
に
関
係
な
く

２
月
下
旬
に
全
員
に
通
知
し
ま

す

　

市
で
は
、
来
年
度
の
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
さ

れ
た
人
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

雇
用
期
間
は
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
（
勤
務
成
績
が
良
好
な
と

き
は
任
命
期
間
を
更
新
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
長
５
年
）。

　

な
お
、
勤
務
形
態
、
賃
金
、

募
集
人
員
に
つ
い
て
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
小
学
校
給
食
業
務

応
募
資
格
●
来
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
者

募
集
人
員
●	

若
干
名　

勤
務
形
態
●
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
、
午
前
８
時
半
～
午
後

４
時
半
（
た
だ
し
、
学
校
に
よ

り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
松
隈
文
夫
（
高
田
町
・

亡
妻
志
枝
子
）
▽
原
忠
男
（
三

島
町
・
亡
妻
シ
ヅ
子
）
▽
高
田

博
幸
（
平
田
町
・
亡
母
ハ
ツ
ヨ
）

▽
井
上
マ
キ
ヨ
（
田
代
大
官
町
・

亡
夫
冨
弘
）
▽
田
中
丸
秀
裕
（
蔵

上
町
・
亡
父
秀
雄
）
▽
鹿
毛
保

幸
（
弥
生
が
丘
・
亡
妻
彌
生
）

▽
川
口
初
枝
（
田
代
外
町
・
亡

夫
勝
義
）
▽
竹
下
妙
子
（
同
・

亡
夫
栄
三
）
▽
中
島
茂
彌
（
神

奈
川
県
鎌
倉
市
・
亡
義
姉
日
山

フ
サ
子
）
▽
西
依
信
弘
（
酒
井

東
町
・
亡
母
オ
サ
メ
）
▽
大
石

有
為
子
（
同
・
亡
夫
實
）
▽
前

間
美
恵
子（
姫
方
町
・
亡
父
家
義
）

▽
原
隆
則
（
飯
田
町
・
亡
父
正
）

▽
岡
本
ト
シ
コ
（
神
辺
町
・
亡

夫
恒
雄
）▽
川
﨑
慈
介（
藤
木
町
・

亡
母
カ
ツ
ヱ
）
▽
大
野
キ
ク
エ

（
牛
原
町
・
亡
夫
健
治
）

　

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
２
万
１
０
０
８
円
…

昭
和
12
年
３
月
旭
小
学
校
卒
業

同
窓
生
一
同（
代
表
・
池
尻
輝
男
）

■
問
い
合
わ
せ

①
教
育
委
員
会
総
務
課
（
☎

85
・
３
６
９
１
）

②
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
85
・
３
６
９
４
）

③
市
立
図
書
館
（
☎
85
・

３
６
３
０
）

１
月
31
日

２
月
29
日

10
月
31
日

12
月
31
日

３
月
31
日

４
月
30
日

６
月
30
日

５
月
31
日

7
月
31
日

11
月
30
日

10
月
31
日

歳
末
た
す
け
あ
い

指
定
寄
付

災
害
義
援
金

12

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

歳
末
た
す
け
あ
い

災
害
義
援
金

香
典
返
し

指
定
寄
付

一
般
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

１
月
31
日

２
月
29
日

10
月
31
日

12
月
31
日

３
月
31
日

４
月
30
日

６
月
30
日

５
月
31
日

7
月
31
日

11
月
30
日

10
月
31
日

歳
末
た
す
け
あ
い

指
定
寄
付

災
害
義
援
金

12

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

歳
末
た
す
け
あ
い

災
害
義
援
金

香
典
返
し

指
定
寄
付

一
般
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

１
月
31
日

２
月
29
日

10
月
31
日

12
月
31
日

３
月
31
日

４
月
30
日

６
月
30
日

５
月
31
日

7
月
31
日

11
月
30
日

10
月
31
日

歳
末
た
す
け
あ
い

指
定
寄
付

災
害
義
援
金

12

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

歳
末
た
す
け
あ
い

災
害
義
援
金

香
典
返
し

指
定
寄
付

一
般
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

中学校給食栄養士嘱託職員申込書
■申込書記載例

平成　年　月　日

鳥栖市長　牟田秀敏　様

住　　所
氏　　名
電話番号

　私は定められた要件を満たし、中
学校給食栄養士嘱託職員を希望します
ので、申し込みます。
※Ａ４サイズで作成してください

鳥栖市嘱託職員任用申込書

■申込書記載例

平成　年　月　日

希望業務名
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　
電話番号

※Ａ４サイズで作成してください

記

　私は定められた要件を満たし、
下記業務の嘱託職員を希望しま
すので、申し込みます。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

芸
術
文
化
賞
の
受
賞
者
は
１
団
体
７
人

小
学
校
給
食・地
区
公
民
館
主
事・移
動
図
書
館

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ひ
と
り
親
家
庭

　に
見
舞
金
を
贈
り
ま
す

な
ど

市
政
功
労
者
32
人
を
表
彰

市
嘱
託
職
員
を
募
集
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　鳥栖工業高校陸上部が市役所を訪れ、12月21日
に京都市で開かれる「第59回全国高校駅伝大会」
への出場を橋本康志市長に報告しました。
　同部は、11月２日に行われた「県高校駅伝競走大
会」に出場し、全７区間のうち６区で区間賞をとる快
走で、２時間10分21秒の成績を収め優勝。２年連続
34回目の全国大会出場を決めました。
　橋本市長は「日ごろの練習の成果を存分に発揮し
て、個人・全体の目標に向かってがんばってください。
私も応援に行きます」と激励。古屋広樹主将は「２時
間７分台、８位以内が目標です」と全国大会への意
気込みを話しました。

情報提供は情報管理課広報統計係（☎85-3513）へ。

元町少年野球チームが頂点に
第67回鳥栖市少年野球秋季大会

全国高校駅伝大会出場を報告
県高校駅伝競走大会で優勝

11/10 11/2

　「市民健康づくりのつどい」が保健センターで開か
れました。
　食べ過ぎや運動不足などが原因で起こる生活習
慣病を、楽しくおいしく予防・改善してもらおうと開かれ
ており、４回目の開催。55人の市民が参加し、「手ば
かり栄養法」や「食事バランスガイド」などの展示コー
ナーのほか、医師による「自分でできるメタボ対策!」の
講演、健康づくり指導士による運動指導「楽しく体を
動かそう」などで健康づくりのコツを学びました。
　「学べるお食事会」では、秋の味覚をふんだんに
使った料理と生のバイオリン演奏で食欲と芸術の秋
を満喫しました。

　「鳥栖・基山地区小中学校音楽祭」が市民文化
会館で開かれました。
　この音楽祭は鳥栖・基山地区の小中学生が一堂
に会し、合唱や合奏、吹奏楽など日ごろの音楽の練
習の成果を発表する催しです。
　若葉小の４年生は、カスタネットやアコーディオンな
どの楽器を演奏する「スペインのカスタネット」を披露。
鳥栖西中の吹奏楽部はジャズの「Ｓｉｎｇ Ｓｉｎｇ Ｓｉｎｇ」
を、サックスやトロンボーンなどのソロパートも交えて演
奏しました。
　15校の小中学生が繰り広げる見事な演奏と合唱
に、会場から大きな拍手が送られました。

歌声と演奏で聴衆を魅了
第26回鳥栖・基山地区小中学校音楽祭

健康づくりのコツを楽しく学ぶ
 市民健康づくりのつどい

11/16 11/12 11/2

　市内25チームが参加した「第67回鳥栖市少年野
球秋季大会」の準決勝と決勝が市民球場で開かれ
ました。
　決勝戦は、準決勝で今泉町を４対１で制した弥生
が丘と、同じく古賀町を７対２で下した元町が対戦。
試合は７回の最終回まで両チームとも先取点が取れ
ず、延長２回を戦いましたが、それでも決着がつきませ
ん。
　同点延長の場合の特別ルールによりノーアウト満
塁で試合を再開した結果、元町が再延長の初回に
待望の１点を先取。それが決勝点となり１対０で元町
が優勝を飾りました。

　
残
す
と
こ
ろ一カ
月
と
な
っ
た
平
成
二
十
年
。皆
さ
ん

に
と
って
は
、ど
ん
な一年
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
は
、情
報
発
信
に
つい
て
の
話
題
で
す
。こ
の一年

「
市
報
と
す
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
に
新

鮮
で
有
益
な
情
報
を
、理
解
し
や
す
い
形
で
お
届
け
す

る
よ
う
改
良
に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。来
年
も
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
を
頂
き
な
が
ら
改
善
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
紹

介
し
ま
す
。

　
秋
の
褒
章
で
、藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

松
敏
男

さ
ん（
元
鳥
栖
商
工
会
議
所
副
会
頭
）は
、現
在「
コ
ス
モ

ス
の
園
」に
お
住
ま
い
で
す
。
松
さ
ん
は「
施
設
に
入

居
し
て
い
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
って
外
の
世
界
と

つ
な
が
り
、最
新
の
情
報
に
接
す
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
、施
設
や
事
業
会
社
と
三
カ
月
ほ
ど
の

交
渉
を
さ
れ
、ご
自
身
で
相
当
程
度
の
負
担
も
さ
れ
た

上
で
、施
設
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、奥
様
と
の
散
歩
の
途
中
で
撮
影
さ
れ
た
四

季
折
々
の
写
真
を
大
き
く
引
き
伸
ば
し
、コ
ス
モ
ス
の
園

の一角
に
展
示
し
て
、施
設
の
外
に
な
か
な
か
出
ら
れ
な

い
方
へ
も
、近
隣
の
情
報
や
季
節
の
変
化
を
伝
え
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
私
た
ち
す
べ
て
が
、
松
さ
ん
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、で
き
る
範
囲
で

周
囲
の
方
々
の
役
に
立
つ
情
報
発
信
を
し
て
い
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
、自
分
な
り
の
ス

タ
イ
ル
で
情
報
発
信
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
発
信

市
長
の
随
筆
コ
ー
ナ
ー

”市
長
か
ら
皆
さ
ま
へ”

ステージで熱唱、熱演
グループ対抗歌合戦2008

　市民文化祭の催しの一つ、「グループ対抗歌合戦
2008」が中央公民館で開かれました。この歌合戦は
今年で４回目を迎える人気のイベントです。
　今回は、カラオケ仲間や職場の同僚、教室の先生
生徒などで構成する13チームが出場。各チームとも、
かぶり物をしたり演劇風にアレンジしたりと趣向を凝ら
したステージを披露しました。
　決勝に進んだ６チームのうち、優勝の栄冠に輝い
たのは吟詠教室の仲間で結成された「笑幸会」。
「河内おとこ節」や「大忠臣蔵」を詩吟で鍛えた声で
歌い上げました。その見事な歌声と笑いを誘う演出
で、詰めかけた観客を魅了しました。

←
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　鳥栖工業高校陸上部が市役所を訪れ、12月21日
に京都市で開かれる「第59回全国高校駅伝大会」
への出場を橋本康志市長に報告しました。
　同部は、11月２日に行われた「県高校駅伝競走大
会」に出場し、全７区間のうち６区で区間賞をとる快
走で、２時間10分21秒の成績を収め優勝。２年連続
34回目の全国大会出場を決めました。
　橋本市長は「日ごろの練習の成果を存分に発揮し
て、個人・全体の目標に向かってがんばってください。
私も応援に行きます」と激励。古屋広樹主将は「２時
間７分台、８位以内が目標です」と全国大会への意
気込みを話しました。

情報提供は情報管理課広報統計係（☎85-3513）へ。

元町少年野球チームが頂点に
第67回鳥栖市少年野球秋季大会

全国高校駅伝大会出場を報告
県高校駅伝競走大会で優勝

11/10 11/2

　「市民健康づくりのつどい」が保健センターで開か
れました。
　食べ過ぎや運動不足などが原因で起こる生活習
慣病を、楽しくおいしく予防・改善してもらおうと開かれ
ており、４回目の開催。55人の市民が参加し、「手ば
かり栄養法」や「食事バランスガイド」などの展示コー
ナーのほか、医師による「自分でできるメタボ対策!」の
講演、健康づくり指導士による運動指導「楽しく体を
動かそう」などで健康づくりのコツを学びました。
　「学べるお食事会」では、秋の味覚をふんだんに
使った料理と生のバイオリン演奏で食欲と芸術の秋
を満喫しました。

　「鳥栖・基山地区小中学校音楽祭」が市民文化
会館で開かれました。
　この音楽祭は鳥栖・基山地区の小中学生が一堂
に会し、合唱や合奏、吹奏楽など日ごろの音楽の練
習の成果を発表する催しです。
　若葉小の４年生は、カスタネットやアコーディオンな
どの楽器を演奏する「スペインのカスタネット」を披露。
鳥栖西中の吹奏楽部はジャズの「Ｓｉｎｇ Ｓｉｎｇ Ｓｉｎｇ」
を、サックスやトロンボーンなどのソロパートも交えて演
奏しました。
　15校の小中学生が繰り広げる見事な演奏と合唱
に、会場から大きな拍手が送られました。

歌声と演奏で聴衆を魅了
第26回鳥栖・基山地区小中学校音楽祭

健康づくりのコツを楽しく学ぶ
 市民健康づくりのつどい

11/16 11/12 11/2

　市内25チームが参加した「第67回鳥栖市少年野
球秋季大会」の準決勝と決勝が市民球場で開かれ
ました。
　決勝戦は、準決勝で今泉町を４対１で制した弥生
が丘と、同じく古賀町を７対２で下した元町が対戦。
試合は７回の最終回まで両チームとも先取点が取れ
ず、延長２回を戦いましたが、それでも決着がつきませ
ん。
　同点延長の場合の特別ルールによりノーアウト満
塁で試合を再開した結果、元町が再延長の初回に
待望の１点を先取。それが決勝点となり１対０で元町
が優勝を飾りました。

　
残
す
と
こ
ろ一カ
月
と
な
っ
た
平
成
二
十
年
。皆
さ
ん

に
と
って
は
、ど
ん
な一年
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
は
、情
報
発
信
に
つい
て
の
話
題
で
す
。こ
の一年

「
市
報
と
す
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
に
新

鮮
で
有
益
な
情
報
を
、理
解
し
や
す
い
形
で
お
届
け
す

る
よ
う
改
良
に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。来
年
も
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
を
頂
き
な
が
ら
改
善
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
紹

介
し
ま
す
。

　
秋
の
褒
章
で
、藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

松
敏
男

さ
ん（
元
鳥
栖
商
工
会
議
所
副
会
頭
）は
、現
在「
コ
ス
モ

ス
の
園
」に
お
住
ま
い
で
す
。
松
さ
ん
は「
施
設
に
入

居
し
て
い
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
って
外
の
世
界
と

つ
な
が
り
、最
新
の
情
報
に
接
す
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
、施
設
や
事
業
会
社
と
三
カ
月
ほ
ど
の

交
渉
を
さ
れ
、ご
自
身
で
相
当
程
度
の
負
担
も
さ
れ
た

上
で
、施
設
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、奥
様
と
の
散
歩
の
途
中
で
撮
影
さ
れ
た
四

季
折
々
の
写
真
を
大
き
く
引
き
伸
ば
し
、コ
ス
モ
ス
の
園

の一角
に
展
示
し
て
、施
設
の
外
に
な
か
な
か
出
ら
れ
な

い
方
へ
も
、近
隣
の
情
報
や
季
節
の
変
化
を
伝
え
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
私
た
ち
す
べ
て
が
、
松
さ
ん
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、で
き
る
範
囲
で

周
囲
の
方
々
の
役
に
立
つ
情
報
発
信
を
し
て
い
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
、自
分
な
り
の
ス

タ
イ
ル
で
情
報
発
信
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
発
信

市
長
の
随
筆
コ
ー
ナ
ー

”市
長
か
ら
皆
さ
ま
へ”

ステージで熱唱、熱演
グループ対抗歌合戦2008

　市民文化祭の催しの一つ、「グループ対抗歌合戦
2008」が中央公民館で開かれました。この歌合戦は
今年で４回目を迎える人気のイベントです。
　今回は、カラオケ仲間や職場の同僚、教室の先生
生徒などで構成する13チームが出場。各チームとも、
かぶり物をしたり演劇風にアレンジしたりと趣向を凝ら
したステージを披露しました。
　決勝に進んだ６チームのうち、優勝の栄冠に輝い
たのは吟詠教室の仲間で結成された「笑幸会」。
「河内おとこ節」や「大忠臣蔵」を詩吟で鍛えた声で
歌い上げました。その見事な歌声と笑いを誘う演出
で、詰めかけた観客を魅了しました。

←
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市政情報ワイド

市民の広場

子育ての広場

情報広場

※市民の皆さんでつくるページです。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
九
州

セ
ン
タ
ー
が
９
月
27
日
、
一
般

に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
一

度
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
学

に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
39
年
７

月
に
国
の
機
関
と
し
て
宿
町
に

開
設
さ
れ
、
九
州
工
業
技
術
試

験
所
か
ら
九
州
工
業
技
術
研
究

所
と
研
究
所
名
を
変
え
、
現
在

は
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総

合
研
究
所
九
州
セ
ン
タ
ー
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
は
全
国
に

８
カ
所
あ
り
ま
す
。
先
端
技
術

の
研
究
を
し
て
い
る
研
究
所
が

こ
の
鳥
栖
市
に
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

　

公
開
内
容
は
、
サ
イ
エ
ン
ス

実
験
シ
ョ
ー
、
お
も
し
ろ
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
公
開
テ
ー
マ
、
移

動
地
質
標
本
館
に
分
け
て
あ
り

ま
し
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
実
験
シ
ョ
ー
は

小
学
生
対
象
で
３
回
あ
り
、
１

回
に
30
人
で
延
べ
90
人
が
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ム
や
炭
を
電
池
に
し

て
電
子
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作
っ
た

り
、
液
体
窒
素
で
花
を
一
瞬
に

凍
ら
せ
た
り
す
る
実
験
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持

っ
て
化
学
の
不
思
議
が
体
験
で

き
る
よ
う
に
と
研
究
者
の
方
た

ち
が
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
興
味
を
持
っ
た
の
が
、

「
石
油
に
代
わ
る
バ
イ
オ
マ

ス
」
の
ブ
ー
ス
で
し
た
。
サ
ブ

テ
ー
マ
に
「
貴
重
だ
！
永
久
資

源
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
あ
り
、
石

油
に
代
わ
る
燃
料
の
研
究
開
発

に
つ
い
て
で
し
た
。

　

最
近
「
バ
イ
オ
燃
料
」
と
し

て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
を
原
料
に
し
て
作
ら

れ
る
「
エ
タ
ノ
ー
ル
」
が
ア
メ

リ
カ
な
ど
で
ガ
ソ
リ
ン
と
混
ぜ

て
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

と
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
バ
イ
オ
燃
料
の

せ
い
で
食
糧
不
足
、
価
格
の
変

動
と
、
将
来
食
糧
不
足
が
起
き

な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
、

風
倒
木
や
間
伐
材
、
い
ら
な
く

な
っ
た
樹
木
か
ら
バ
イ
オ
燃
料

が
作
れ
な
い
か
と
木
材
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
燃
料
を
つ
く
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
こ
と
に
は
こ
こ
で

触
れ
ま
せ
ん
が
、
説
明
を
聞
い

て
「
も
し
そ
れ
が
可
能
に
な
れ

ば
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
、

大
き
な
意
味
で
エ
コ
に
つ
な
が

る
の
で
は
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

科
学
の
知
識
が
な
い
私
が
見

学
に
行
っ
て
も
、
分
か
り
や
す

く
、
そ
し
て
興
味
が
わ
く
よ
う

な
趣
向
が
凝
ら
し
て
あ
る
一
般

公
開
。
興
味
深
く
見
て
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「産総研の一般公開」を取材しました！「産総研の一般公開」を取材しました！

編集後記
　最先端技術の研究所がこ
の鳥栖市に所在しているとい
うのはとてもすばらしいことで
す。今年は、ノーベル賞を４
人の日本人が受賞されてい
ます。この一般公開で化学、
科学に興味を持ち、この鳥栖
の地から将来、ノーベル賞を
受賞するような人材が育つこ
とを期待したいと思います。

　最先端技術の研究所がこ
の鳥栖市に所在しているとい
うのはとてもすばらしいことで
す。今年は、ノーベル賞を４
人の日本人が受賞されてい
ます。この一般公開で科学に
興味を持ち、この鳥栖の地か
ら将来、ノーベル賞を受賞す
るような人材が育つことを期
待したいと思います。

平成20年12月
三橋フミ子
（蔵上町）

編集後記

平成20年12月
古賀裕美
（松原町）

「産総研の一般公開」を取材しました！「産総研の一般公開」を取材しました！

炭を電池にして電子メロディを聞く子どもたち
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市民活動
センター
クローバー
だより

〒841-0032
鳥栖市大正町685
（トスパレス２階）
☎81-1815
℻80-8122
※休館日は毎週水曜日

イベント

対　象●幼児から小学生までの子どもと
　その保護者
と　き●12月14日（日）午前10時半～正午
ところ●とす市民活動センター
定　員●20組（先着順）
参加費●無料
申し込み●とす市民活動センターへ

講　座

親子で楽しいクリスマス

講　座

お正月お花教室

と　き●来年１月13日（火）・20日（火）・26
　日（月）・27日（火）午前10時～正午（全４
　回）
ところ●とす市民活動センター
定　員●５人（先着順）
受講料●１回1,000円
申し込み●とす市民活動センターへ

とす市民活動
ネットワーク

　「エコネット・とす」は、生活者の視点か
ら地球温暖化防止のためのエコ活動を
しています。廃食用油を使った石けんや
エコバック作りな
ど。一緒に活動し
てみませんか。詳
しくは今泉（☎
83-3415）へ。

ボランティアさんいらっしゃい

問い合わせ

 パソコン教室 ～初心者向け基礎講座～

と　き●12月26日（金）午前10時～午後０
　時半
ところ●とす市民活動センター
内　容●正月用のお花を生けます
定　員●10人（先着順）
材料代●3,500円
申し込み●とす市民活動センターへ

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
お
見

合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
、
街
角
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
の
出
会

い
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
異

性
の
販
売
員
が
身
分
を
隠
し

て
接
近
し
て
き
ま
す
。

　

販
売
員
は
、
親
し
く
話
し

か
け
る
な
ど
し
て
相
手
の
気

を
引
い
た
後
、
業
者
の
店
舗

に
誘
い
こ
み
、
宝
石
や
絵
画

な
ど
の
高
価
な
商
品
を
ね
だ

っ
て
買
わ
せ
ま
す
。「
自
分

就
職
情
報みんなの伝言板みんなの伝言板

みんなの伝言板みんなの伝言板

消費生活情報
第32回

る

いろは

ルンルン気分
一夜明けたら
連絡付かず

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
」
な

ど
と
言
っ
て
買
わ
せ
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、「
二
人
だ
け
の

秘
密
」
な
ど
と
言
っ
て
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
を
過
ぎ

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
は
商
品
購
入
後
も

自
分
が
詐
欺
に
あ
っ
て
い
る

と
は
気
付
か
ず
、
連
絡
が
取

れ
な
く
な
っ
て
初
め
て
詐
欺

だ
と
気
付
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
一
度
こ
の
よ
う

な
契
約
を
す
る
と
業
者
の
顧

客
名
簿
に
掲
載
さ
れ
、
新
た

な
勧
誘
の
対
象
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
協
働
推
進
課
（
☎

85
・
３
５
７
６
）
で
は
、
消

費
生
活
苦
情
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
職
情
報みんなの伝言板みんなの伝言板

みんなの伝言板みんなの伝言板

消費生活情報
第32回

る

いろは

ルンルン気分
一夜明けたら
連絡付かず

　

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
☎

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
送
迎
運
転
員
（
元
町
）
…
時

給
８
０
０
円

◎
洗
い
場
（
神
辺
町
）
…
時
給

７
１
０
～
８
６
０
円

◎
配
達
（
神
辺
町
）
…
時
給

７
１
０
～
８
６
０
円

◎
清
掃
（
原
町
）
…
時
給

７
０
０
円

◎
積
み
込
み
立
ち
会
い
員
（
西

新
町
）
…
時
給
７
０
０
～

７
５
０
円

◎
食
品
製
造
（
神
辺
町
）
…
時

給
７
０
０
円

■緒方孝市選手による帰郷少
年野球教室　
　12月13日（土）午後１時半～、
市民球場。鳥栖市出身で広島東
洋カープに所属する緒方孝市
選手の野球教室。プロ野球を代
表する外野手である緒方選手
の指導をぜひご覧ください。詳
しくは市少年野球連盟・白水（☎
82-0523）へ。
■ふれあいクリスマス
　12 月 23 日（祝）午後１時
開場、同１時半開演、中央公
民館。アニメ「ルイスと未来
泥棒」の上映と鳥栖ウインド・
オーケストラによる演奏。当
日先着順、入場無料。詳しく
は手をつなぐ育成会（☎ 82-
6080）へ。

■子育て支援のためのリトミ
ック教室　　　　
　対象は３～６歳の幼児。来年
１月～６月までの月２回程度、
デイサービスきざと（曽根崎
町）。音楽を通した情操教育の
教室です。先着順、受講無料。
詳しくはＮＰＯとさくさん（☎
84-8087）へ。

就
職
情
報みんなの伝言板みんなの伝言板

みんなの伝言板みんなの伝言板

消費生活情報
第32回

る

いろは

ルンルン気分
一夜明けたら
連絡付かず
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市政情報ワイド

市民の広場

子育ての広場

情報広場
※子育て情報が満載です。

月12
対　象●就園前の乳幼児と保護者 フリールーム

対　象●就園前の乳幼児と保護者 

　各行事はいずれも参加自由で
す。内容など詳しくは、子育て
支援総合コーディネーター（こど
も育成課内☎85-3552）にお問い
合わせください。

21

子育て支援情報館子育て支援情報館

と　き ところ

と　き ところ

毎週月～金曜日（23・29～31日を除く） 10：00～15：30
９：00～14：00
10：00～16：00

鳥栖いづみ園
毎週月～水曜日（23・29～31日を除く） 田代大官町公民館
毎週月・火、木～土曜日（2３・29・30日を除く）

毎週火曜日（23・30日を除く）10：00～11：30

10：00～11：30

白 鳩 園

毎週月・火・木・金曜日（23・29・30日を除く） 14：00～16：00 児童センター
毎週月・水・金曜日（29・31日を除く） ９：30～12：00

12日（金）

19日（金）

保健センター

５日（金）
８日（月）

11日（木）

鳥栖北公民館
〃
〃

〃

〃

〃

やよいが丘保育園

〃

〃

〃

〃

若葉コミュニティセンター

基 里 公 民 館

麓 公 民 館25日（木）

15日（月）

８日（月）・15日（月）

鳥 栖 公 民 館

あさひ新町公民館
旭 公 民 館

※1…九州環境福祉医療専門学校田代校 ※２…園庭も同時開放

対　象 と　き ところ

毎週水曜日（３1日を除く）
14：00～15：00

鳥栖いづみ園３カ月未満の
乳児と保護者

歩行ができない３カ月
以上の乳児と保護者

園庭開放

毎週月～金曜日（23・29～31日を除く）
13日（土） 小 鳩 園

毎週月～金曜日（23・29～31日を除く） 白 鳩 園
毎週月～水・金曜日（23・29～31日を除く）

下 野 園

毎週火・木曜日（23・30日を除く） 〃 レインボー保育園
毎週木曜日

毎週木曜日

〃 田 代 保 育 園
毎週金曜日 12：00～15：00 やよいが丘保育園
毎週土曜日 鳥栖いづみ園

慈 光 保 育 園

〃

〃
〃
〃

〃
鳥栖双葉保育園12日（金）

駒 鳥 幼 稚 園
布津原幼稚園

25日（木）

神 辺 幼 稚 園

10：40～11：10
みどりケ丘保育園

毎週火曜日（23・30日を除く）

毎週火・木曜日（23・25・30日を除く）

14：00～15：00
鳥栖いづみ園ハイハイができない５カ月

以上の乳児と保護者

〃

〃

〃

〃

ハイハイはできるが歩行
はできない幼児と保護者

17日（水）
10：00～11：00

10：00～12：00

田代大官町公民館

毎週木曜日
14：00～15：00 鳥栖いづみ園

１歳～１歳５カ月
の幼児と保護者

１歳～１歳11カ月
の幼児と保護者

２歳～２歳11カ月
の幼児と保護者

３歳～就園前の
幼児と保護者

２歳～２歳５カ月
の幼児と保護者

１歳６カ月～１歳11カ月
の幼児と保護者

２歳６カ月～２歳11カ月
の幼児と保護者

３日（水）
10：00～11：00

８日（月）
10：00～11：30

田代大官町公民館
９日（火）
10：00～11：00

２日（火）・16日（火）
10：00～11：00

〃

〃

〃

毎週月曜日（29日を除く）
14：00～15：00

鳥栖いづみ園

児童センター

田代大官町公民館

15日（月）
10：00～11：30

15日（月）
10：00～11：00

１日（月）
10：00～11：00

児童センター

毎週金曜日
14：00～15：00

鳥栖いづみ園

児童センター

年 齢 別 ひ ろ ば

※4

※3

※3…対象は目安です ※4…妊産婦も参加可能

毎週火～木曜日（23・30・31日を除く） ９：00～14：00

９：00～11：00

めぐみ保育園
みどりケ丘保育園

※2

※2

き ら ら 館 ※1

　みどりヶ丘保育園子育て支援センターでは、12月の出
前ひろばで「サキソフォンおじさん」こと野方俊彰さんを
迎えてミニミニコンサートを開きます。
　クリスマスソングを中心としたアットホームな演奏で憩
いのひとときを過ごしませんか。
と　き●①12月５日（金）②同９
　日（火）③同25日（木）いずれ
　も午前10時40分～同11時半
ところ●①鳥栖北公民館②みど
　りヶ丘保育園③麓公民館
問い合わせ●みどりヶ丘保育園
　子育て支援センター（☎83-12
　13）

10：00～11：30

11：00～12：30

10：00～11：30

10：00～11：30

20日（土）

〃

〃

毎週水曜日（３1日を除く）

〃

10：00～16：00

〃

野方俊彰さん
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掲載を希望する人は…写真の裏に①赤
ちゃんの名前（ふりがな）・続柄②生年
月日③両親の氏名④住所⑤電話番号⑥
赤ちゃんへのメッセージ（23字以内）を
記入の上、情報管理課（〒841-8511 鳥
栖市宿町1118番地 ☎85-3513）へ郵送ま
たは持参してください。対象はおおむ
ね３歳までで、１人で写った写真に限
ります。

吉岡紘一さん美和さんの長男

●両親からひと言
元気いっぱい遊ぶ子になってね。

柊真くん（10カ月、轟木町） 虎太郎くん（１歳、萱方町）
しゅうま

そういち

井上祐樹さん郁恵さんの長男

●両親からひと言
その笑顔で、いつも元気をもらう
よ。ありがとう!

こ た ろ う

陣内幸司さん陽子さんの長男

●両親からひと言
健やかに大きくなってね。

惣一くん（１歳、立石町）

南本慎介さん智子さんの長女

●両親からひと言
ジブリ作品が大好き。笑顔のすて
きな女の子でいてください。

さくらちゃん（２歳、田代外町）

大川司博さん綾子さんの長男

●両親からひと言
外遊びが大好き。強くて元気な男の
子でいてください。

純平くん（１歳、田代外町）
じゅんぺい

私
の

子
育
て
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

今
回
は
亀
山
真
紀
さ
ん（
大
正
町
）で
す

第21回

私
の

子
育
て
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

今
回
は
中
原
直
子
さ
ん（
あ
さ
ひ
新
町
）で
す

第20回

私
の

子
育
て
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

今
回
は
島
田
加
代
さ
ん（
村
田
町
）で
す

第17回
　

生
ま
れ
も
育
ち
も
長
崎
。
そ

ん
な
私
が
主
人
の
転
勤
で
佐
賀

に
引
っ
越
し
し
た
の
は
、
旭
陽

が
ま
だ
二
カ
月
の
時
で
し
た
。

　

知
人
も
お
ら
ず
、
土
地
勘
も

な
い
た
め
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
時
市

報
に
載
っ
て
い
た
「
赤
ち
ゃ
ん

広
場
」
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
。

そ
こ
は
一
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
た
ち
の
集
ま
り
。

子
ど
も
が
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う

よ
り
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
離

乳
食
の
作
り
方
や
小
児
科
の
話

な
ど
を
気
兼
ね
な
く
話
す
場
で

し
た
。

　

元
々
、
家
に
じ
っ
と
い
る
性

格
で
は
な
い
私
。
そ
れ

か
ら
は
公
園
や
児
童
セ

ン
タ
ー
に
行
っ
た
り
、

育
児
サ
ー
ク
ル
に
参
加

し
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
は

行
く
先
々
で
家
の
中
と

は
違
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
親
や
親
戚
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
人
と

接
す
る
こ
と
で
日
々
成

長
す
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
那
珂
川
、
鳥
栖
と
住

む
場
所
は
変
わ
り
、
旭
陽
も
小

学
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

鳥
栖
は
児
童
セ
ン
タ
ー
や
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
催
し
、
各
保

育
園
や
幼
稚
園
で
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
子
育
て
支
援
が
と
て
も
充

実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
も
二
歳
の
真
帆
と
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
ま
す
。

真
帆
も
多
く
の
人
に
育
て
て
い

た
だ
き
私
も
母
親
と
し
て
少
し

ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
は
元
気
で
明
る
い
働
く
お

母
さ
ん
、
寺
内
順
子
さ
ん
で
す
。

写真左から執筆者の亀山真紀さん、長女・
真帆ちゃん、長男・旭陽くん
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市政情報ワイド

市民の広場

子育ての広場

情報広場
※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

鳥
栖
の
町
づ
く
り
と

歴
史
・
文
化
講
座

　

市
で
は
「
鳥
栖
の
町
づ
く
り

と
歴
史
・
文
化
講
座
」
を
開
き

ま
す
。

　

今
回
は
、
熊
本
県
の
玉
名
や

山
鹿
方
面
の
史
跡
を
探
訪
し
ま

す
。

と　

き
●
12
月
14
日
（
日
）
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時
、
集
合

は
午
前
８
時
20
分

集
合
場
所
●
市
役
所
玄
関
前

内　

容
●
高
瀬
や
山
鹿
の
町
並

み
、
眼
鏡
橋
な
ど
を
見
学
し
ま

す定　

員
●
40
人
程
度
（
先
着

順
）

参
加
料
●
５
０
０
０
円
（
バ

ス
・
食
事
・
見
学
代
ほ
か
）

申
し
込
み
●
12
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
☎
85
・
３
６
９
５
）
へ

健

康

大

学

　

市
で
は
、
健
康
大
学
を
開
き

ま
す
。

と　

き
●
12
月
19
日
（
金
）
午

後
１
時
半
～
同
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容
●
絵
手
紙
で
年
賀
状
を

作
ろ
う
!!

参
加
料
●
無
料

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
85
・
３
６
５
０
）
へ

環
境
セ
ミ
ナ
ー

と　

き
●
12
月
21
日
（
日
）
午

前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
み
や
き

町
）

講　

師
●
吉
田
俊
道
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
大
地
と
い
の
ち
の
会
代

表
）

テ
ー
マ
●
生
ご
み
堆
肥
で
元
気

野
菜
！

内　

容
●
生
ご
み
を
堆
肥
と
し

て
使
う
野
菜
作
り
の
講
演
と
実

演そ
の
他
●
エ
コ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
も
っ
た
い
な
か
市
（
リ
サ
イ

ク
ル
品
の
格
安
販
売
）
も
同
時

開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
●
鳥
栖
・
三
養
基

西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎

94
・
９
３
１
３
）

マ
ジ
ッ
ク
講
習
会

対　

象
●
講
習
会
終
了
後
も
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
人

と　

き
●
来
年
１
月
８
日
・
22

日
・
２
月
12
日
・
26
日
・
３
月

12
日
・
26
日
（
い
ず
れ
も
木
曜

日
）
午
後
１
時
半
～
同
３
時
半

（
全
６
回
）

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

講　

師
●
寺
田
達
雄
さ
ん
（
春

日
市
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

所
属
）

受
講
料
●
１
回
５
０
０
円

そ
の
他
●
希
望
す
る
人
は
実
費

で
マ
ジ
ッ
ク
の
道
具
を
購
入
で

き
ま
す

申
し
込
み
●
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
85
・
３
５
５
５
）
へ

　市教育委員会が募集した「人と人とを結ぶ思いやり
標語」には、小学生1,911点、中学生1,557点、計3,468点
の応募があり、次のとおり入賞者が決まりました（敬称
略）。
　入賞作品は12月８日から同15日まで市役所１階市民
コーナーに展示します。
市長賞＝小栁理紗（若葉小６年）松浦みゆき（鳥栖中２
年）▽鳥栖市議会議長賞＝松田知樹（鳥栖小５年）原
田理南子（鳥栖中３年）▽鳥栖市教育長賞＝野田健一
郎（鳥栖北小６年）森山碧（田代中２年）▽入選＝角麻
里萌（若葉小４年）木村美貴（基里小４年）益田実帆
（弥生が丘小６年）末永桜子（同）藤木亜衣（麓小４年）
木原むつき（田代中３年）半田有紀乃（鳥栖西中１年）
松枝希実（同）長野綾芽（鳥栖中３年）中島麻理江（基
里中３年）

人と人とを結ぶ思いやり標語
入 賞 お め で と う

消防自動車等スケッチ大会
入 賞 お め で と う
　「消防自動車等スケッチ大会（鳥栖・三養基地区
消防事務組合）」が10月18日、同消防本部で開かれま
した。入賞者は次の皆さんです（市内関係分、敬称
略）。
　なお、入賞作品については、同消防本部ホームペー
ジ（http://www.fd-tosumiyaki.jp/）に掲載していま
す。
【小学校１年生の部】金賞＝中山優希（鳥栖北小）
松雪誠良（基里小）▽銀賞＝杉尾茜（鳥栖北小）德
永萌（同）井邉健介（麓小）▽銅賞＝角町優磨（若葉
小）犬塚彩（弥生が丘小）▽佳作＝井上珠里（麓小）
副島梨音（弥生が丘小）
【小学校２年生の部】金賞＝寺﨑弘晃（旭小）ランド
リーレオン（田代小）▽銀賞＝濵邊響（鳥栖北小）▽
銅賞＝野田有咲（弥生が丘小）川野愛華（同）古賀勇
哉（鳥栖北小）▽佳作＝杉山顕斗（鳥栖小）副島梨桜
（弥生が丘小）
【小学校３年生の部】金賞＝久保直樹（鳥栖北小）
久保智樹（同）▽銀賞＝德永惇（鳥栖北小）▽銅賞＝
久保綾菜（鳥栖北小）中島絵梨夏（同）▽佳作＝松
雪颯馬（基里小）吉山満亜久（田代小）森岡大貴（麓
小）

市
長
賞
受
賞
作
品

「大丈夫？」
　　優しい声かけ
　　　　　ありがとう

若葉小６年　小栁理紗　

「ごめんね」と
　　言える自分に
　　　　　『はなまる』を

鳥栖中２年　松浦みゆき　
ご
存
じ
で
す
か

保
　健

福
　祉

募
　集

講
　座

農
　林

税
　務

教
　育

水
　道

イ
ベ
ン
ト

ご
協
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若
葉
よ
ろ
ず
塾

と　

き
●
来
年
１
月
20
日

（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
●
若
葉
公
民
館

講　

師
●
斎
藤
博
之
さ
ん
（
医

療
法
人
斎
藤
内
科
医
院
理
事

長
）

内　

容
●
免
疫
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
・
寒
さ
に
負
け
な
い
冬
の

過
ご
し
方
～
丈
夫
で
長
生
き
!!

の
秘
訣
と
は
～

そ
の
他
●
受
講
無
料
。
申
し
込

み
不
要

問
い
合
わ
せ
●
若
葉
公
民
館

（
☎
84
・
６
１
２
２
）

ワ
イ
ヤ
ー
雑
貨
教
室

　

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
で
は
「
ワ

イ
ヤ
ー
雑
貨
教
室
」
を
開
き
ま

す
。
か
わ
い
い
雑
貨
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

と　

き
●
12
月
14
日
（
日
）
午

前
10
時
半
～
午
後
０
時
半

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

講　

師
●
ナ
カ
ゾ
ノ
サ
チ
コ
さ

ん内　

容
●
柔
ら
か
い
針
金
を
使

っ
た
雑
貨
作
り

定　

員
●
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費
●
１
０
０
０
円

申
し
込
み
●
12
月
13
日
（
土
）

ま
で
に
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
（
☎

84
・
２
１
２
１
）
へ

新
春
経
済
講
演
会

と　

き
●
来
年
１
月
29
日

（
木
）
午
後
２
時
～
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

講　

師
●
森
本
敏
さ
ん
（
拓
殖

大
学
国
際
開
発
学
部
教
授
）

テ
ー
マ
●
今
後
の
国
際
情
勢
と

日
本
の
展
望

定　

員
●
１
０
０
人
（
先
着

順
）

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
商
工
会
議
所
（
☎

83
・
３
１
２
１
）
へ

職
業
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

と　

き
●
12
月
18
日
（
木
）
午

後
２
時
～
同
４
時	

	

と
こ
ろ
●
（
独
）
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐

賀
市
）		

講　

師
●
高
橋
勝
則
さ
ん
（
有

限
会
社
オ
フ
ィ
ス
・
タ
カ
ハ
シ

代
表
取
締
役
社
長
）	

内　

容
●
製
造
・
企
画
・
販
売

業	定　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
（
独
）
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
・
26
・
９
４
９

８
）
へ	

自
分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー

と　

き
●
12
月
25
日
（
木
）
午

後
２
時
～
同
４
時	

と
こ
ろ
●
（
独
）
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐

賀
市
）		

	
	

講　

師
●
中
元
寺
ゆ
か
り
さ
ん

（
西
日
本
エ
リ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

株
式
会
社
佐
賀
オ
フ
ィ
ス
取
締

役
所
長
）

内　

容
●
あ
な
た
に
と
っ
て
仕

事
と
は
？

定　

員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
（
独
）
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
・
26
・
９
４
９

８
）
へ

職
業
訓
練
講
座

　

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
は
、
各
種
職
業
訓
練
講

座
を
開
き
ま
す
。

　

開
催
期
間
や
受
講
料
、
申
し

込
み
な
ど
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ

ー
（
☎
44
・
５
２
０
１
）
へ
。

講
座
名
●
①
ワ
ー
ド
２
級
対
策

②
シ
ニ
ア
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

③
は
じ
め
て
の
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ

プと
こ
ろ
●
い
ず
れ
も
久
留
米
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

相　談　内　容日　　時
人権相談9：30～12：00

心配ごと相談13：00～15：30

10：00～12：00

10：00～12：00 法律相談

行政相談9：30～12：00

心配ごと相談13：00～15：30

くらしの手続相談

14日
（水）

28日
（水）

（司法書士、要予約）

（行政書士）

※多重債務や相続に関する相談は司法書士による法律相談へ。
予約は相談日の１カ月前から受け付けます。
※くらしの手続相談は外国人からの相談にも応じます。

■１月の心配ごと相談
　と　き●毎週水曜日、午前９時半～午
　　後３時半（第２・４水曜日は午後１               
　　 時～同３時半）
　ところ●社会福祉会館（第２・４水曜
　　日は市役所２階第１会議室）
　問い合わせ●社会福祉協議会（☎85-3455）

■１月の障害者相談
　と　き●１月14日（水）午前９時半～正午
　ところ●市社会福祉課
　問い合わせ●同課（☎85-3642）

■言語・発達相談
　と　き●12月22日（月）午前10時～午後
　　４時
　ところ●保健センター
　内　容●発達、言葉の遅れなど
　申し込み●若楠療育園（☎83-1288）へ

■社会保険相談
　と　き●１月８日・15日・22日（いずれも
　　木曜日）、午前10時～正午、午後１
　　時～同３時
　ところ●市役所２階第１会議室
　問い合わせ●佐賀社会保険事務所（☎　
　　0952-31-4191）
　※年金相談は予約が必要です（予約先
　　も同上）

■無料法律相談（弁護士）
　と　き●毎週水曜日、午後１時～同４時
　ところ●鳥栖市法律相談センター（秋葉町）
　申し込み●県弁護士会法律相談セン        
　　ター（☎0952-24-3411）へ

■１月の市民相談会
　　会場は市役所２階第１会議室。詳し
　くは市民協働推進課（☎85-3576）へ。

種 相 談各
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市政情報ワイド

市民の広場

子育ての広場

情報広場
※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

佐
賀
北
高
校
通
信
制

生

徒

を

募

集

応
募
資
格
●
中
学
校
卒
業
者

（
見
込
み
を
含
む
）
と
高
校
中

退
者
。
聴
講
生
は
高
校
卒
業
生

で
も
可

出
願
期
間
●
来
年
３
月
２
日

（
月
）
か
ら
３
月
19
日
（
木
）

ま
で

選
抜
方
法
●
書
類
選
考
と
面
接

出
願
方
法
●
願
書
な
ど
必
要
書

類
を
佐
賀
北
高
校
通
信
制
（
〒

８
４
０
︱
０
８
５
１
佐
賀
市
天

祐
２
丁
目
６
番
１
号　

☎

０
９
５
２
・
23
・
２
２
０
３
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書

な
ど
は
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
☎
85
・
３
５
２
０
）
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
願
書
な
ど

を
郵
送
で
希
望
す
る
場
合
は

１
４
０
円
切
手
を
同
封
の
上
、

同
校
へ

下
水
道
工
事
店
の
指
定

　

市
は
次
の
業
者
を
指
定
工
事

店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
☎
85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
（
有
）
梅
野
エ
ル
ピ
ー
（
佐

賀
市
久
保
泉
町
大
字
川
久
保

８
１
９
｜ 

10
、
10
月
30
日
付
）

農
業
機
械
士
研
修

受

講

者

を

募

集

研
修
期
間
●
来
年
１
月
15
日

（
木
）
か
ら
同
23
日
（
金
）
ま
で

と
こ
ろ
●
県
農
業
大
学
校
（
佐

賀
市
）

内　

容
●
大
型
特
殊
（
農
業

用
）
免
許
を
取
得
で
き
ま
す

研
修
費
用
●
１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
12
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
農
林
課
（
☎
85
・

と　き●来年１月７日（水）午後９時点火
ところ●大善寺玉垂宮（久留米市）
内　容●日本三大火祭りの一つ。長さ 13 ｍの巨大な
　たいまつ６本に火をつけ、新年の邪気を払います
問い合わせ●久留米観光コンベンション国際交流協
　会（☎ 31-1717）

と　き●12月14日（日）午前８時45分～午後３時
ところ●基山町役場周辺
内　容●基山町の特産物の販売、バザー、フリーマー
　ケット、展示物、体験教室など
問い合わせ●基山町役場企画政策課（☎ 92-2188）

　（久留米市）環境フェア2007

　（小郡市）花立山春の茶会

（基山町）大興善寺つつじ園

　（久留米市）生涯学習フェアinおごおり

　（久留米市）城島酒蔵びらき

　（小郡市）ハードル～真実と勇気の間で～
小郡音楽祭制作市民ミュージカル

　　（基山町）2008ふ・れ・あ・いフェスタ

　（久留米市）筑後川花火大会

　（久留米市）水の祭典久留米まつり

　（基山町）第21回きのくに祭り　

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

　（久留米市）花火動乱蜂

　（久留米市）鬼　夜

Ｂー１グランプリin久留米

　（基山町）

オウム真理教関係特別指名手配

似ている人を見かけたら、すぐ110番
フリーダイヤル（☎0120-006024）または鳥栖警察署（☎
83-2131）

　九州新幹線新鳥栖変電所に機器を搬入するための
輸送作業を行います。運行時間帯に制約のある大型ト
レーラーによる輸送作業となるため、深夜から早朝にか
けて行います。
　通行車両や輸送経路周辺の住民の皆さんにはご迷
惑をお掛けしますが、ご協力をよろしくお願いします。
作業日時●１回目＝12月12日（金）午前０時～同７時、２
　回目＝12月19日（金）午前０時～同７時
輸送経路●鳥栖貨物ターミナル駅（原町）～九州新幹
　線新鳥栖変電所（山浦町）

大型輸送車両の通行に
ご協力をお願いします

■問い合わせ
日本 通 運 株 式 会 社九州 重 機 建 設 支 店（ ☎
092-928-1650）

3

鳥
栖
筑
紫
野
道
路

鳥
栖
筑
紫
野
道
路

ＪＲ新鳥栖
変 電 所
ＪＲ新鳥栖
変 電 所

池の内交差点池の内交差点 500
34

姫方町交差点姫方町交差点

平塚交差点平塚交差点

長崎自
動車道

長崎自
動車道

ＪＲ鳥栖貨物
ターミナル駅
ＪＲ鳥栖貨物
ターミナル駅

ＪＲ鳥栖駅ＪＲ鳥栖駅

至久留米至久留米至久留米至久留米至佐賀至佐賀

平田　信
ひらた　まこと

たかはしかつや

きくちなおこ

高橋克也

菊地直子

年齢：43歳
身長：183ｃｍくらい

年齢：50歳
身長：173ｃｍくらい

年齢：36歳
身長：159ｃｍくらい

　（久留米市）環境フェア2007

　（小郡市）花立山春の茶会

（基山町）大興善寺つつじ園

　（久留米市）生涯学習フェアinおごおり

　（久留米市）城島酒蔵びらき

　（小郡市）ハードル～真実と勇気の間で～
小郡音楽祭制作市民ミュージカル

　　（基山町）2008ふ・れ・あ・いフェスタ

　（久留米市）筑後川花火大会

　（久留米市）水の祭典久留米まつり

　（基山町）第21回きのくに祭り　

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

　（久留米市）花火動乱蜂

　（久留米市）鬼　夜

Ｂー１グランプリin久留米

　（基山町）

　（久留米市）環境フェア2007

　（小郡市）花立山春の茶会

（基山町）大興善寺つつじ園

　（久留米市）生涯学習フェアinおごおり

　（久留米市）城島酒蔵びらき

　（小郡市）ハードル～真実と勇気の間で～
小郡音楽祭制作市民ミュージカル

　　（基山町）2008ふ・れ・あ・いフェスタ

　（久留米市）筑後川花火大会

　（久留米市）水の祭典久留米まつり

　（基山町）第21回きのくに祭り　

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

　（久留米市）花火動乱蜂

　（久留米市）鬼　夜

Ｂー１グランプリin久留米

　（基山町）

ご
存
じ
で
す
か

保
　健

福
　祉

募
　集

講
　座

農
　林

税
　務

教
　育

水
　道

イ
ベ
ン
ト

ご
協
力
を

ス
ポ
ー
ツ

商
　工

緑
　化

試
　験

保
健
・
福
祉

上
・
下
水
道

交
　通

相
　談

調
　査

労
　働

ご
存
じ
で
す
か

福
　祉

募
　集

講
　座

農
　林

税
　務

教
　育

教
　育

水
　道

水
　道

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ご
協
力
を

ス
ポ
ー
ツ

商
　工

緑
　化

試
　験

保
健
・
福
祉

上
・
下
水
道

交
　通

相
　談

労
　働

保
　健

調
　査



■人口：66,901人（前月比＋82）
　男性：32,224人（前月比＋38）
　女性：34,677人（前月比＋44）
■世帯：25,145世帯（前月比＋47）
※平成20年10月末現在の住民基本台帳による

　鳥栖市管工事協同組合（☎84-
2500）へ申し込んでください。
鳥栖市水道事業指定給水装置工
事事業者でも受け付けています。

　ケーブルテレビ（くーみんテレ
ビ10ch）に市職員などが出演して、
行政情報をお伝えする15分番組。
　12月は「総合相談支援センター
について」を放送します。

■ドリームスFM（76.5MHz）
　20秒のスポットCM。１日２回
放送。イベントや暮らしの情報の
ほか、災害情報などを放送します。
時　間●朝＝日～土曜日：午前７
　時55分～同８時ごろ▽昼＝月
　～土曜日：午後０時45分～同０
　時50分ごろ、日曜日：午後１時
　15分～同１時20分ごろ

・市民提案箱で。
・FAX（83-3310）で。
・ウェブで。市ホームページトップ
ページバナー　　　　　をクリック。

　市では住民票の写しと印鑑登
録証明書を平日の夜間や休日に
も交付しています。ただし、電話
での予約が必要です。予約は市民
課市民係（☎85-3581）へ。

市政情報のスポットCM市政情報のスポットCM

水道の修繕水道の修繕

市への提言・意見市への提言・意見

住民票などの夜間・休日交付住民票などの夜間・休日交付

人のうごき人のうごき

テレビ広報とすテレビ広報とす

今月の納税今月の納税

詳しくは市民協働推進課（☎85-3576）へ。

■固 定 資 産 税（３期）
■国民健康保険税（７期）
　※納期限は12月25日（木）です。

３
５
６
３
）
へ

海
上
技
術
学
校
生
を
募
集

　

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
で

は
、
来
年
度
の
入
学
試
験
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
校
（
☎

０
９
５
５
・
72
・
８
２
６
８
）
へ
。

出
願
期
間
●
推
薦
＝
来
年
１
月

７
日
（
水
）
か
ら
同
21
日
（
水
）

ま
で
、
一
般
＝
来
年
１
月
７
日

（
水
）
か
ら
２
月
３
日
（
火
）

ま
で

試
験
日
●
推
薦
＝
来
年
１
月
24

日
（
土
）、
一
般
＝
来
年
２
月

８
日
（
日
）

運

転

免

許

証

が 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す

　

来
年
１
月
４
日
申
請
分
か
ら

新
規
取
得
・
更
新
・
再
交
付
す

る
運
転
免
許
証
は
す
べ
て
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
化
す
る
こ
と
で
偽
造
な
ど

の
犯
罪
へ
の
悪
用
を
防
止
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
交
付

手
数
料
が
従
来
よ
り
４
５
０
円

ず
つ
高
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
警
察
本
部
運
転

免
許
課
（
☎
０
９
５
２
・
98
・

２
２
２
０
）
へ
。

自
動
車
事
故
被
害
者
を 

援

護

し

ま

す

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

の
被
害
者
援
護
の
た
め
に
次
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
機
構
佐
賀
支
所

（
☎
０
９
５
２
・
29
・
９
０
２

３
）
へ
。

■
交
通
遺
児
等
貸
し
付
け

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

た
人
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
育

成
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け

ま
す
。

貸
付
金
額
●
始
め
に
一
時
金
を

15
万
５
０
０
０
円
、
貸
付
期
間

中
に
毎
月
２
万
円

貸
付
期
間
●
貸
付
決
定
の
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

■
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損

傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

り
、
常
時
ま
た
は
随
時
介
護
が

必
要
な
状
態
で
、
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
人
に
お
渡
し
し

ま
す
。
金
額
な
ど
は
同
機
構
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
保
険
請
求
の 

無

料

相

談

　

佐
賀
自
動
車
保
険
請
求
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
動
車
賠
償
責
任

保
険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請

求
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
２
・

29
・
８
７
６
８
）
へ
。

◆
電
話
相
談

と　

き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５

時電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
29
・

８
７
６
８

◆
弁
護
士
相
談

と　

き
●
毎
週
水
曜
日
、
午
後

１
時
～
同
４
時

そ
の
他
●
予
約
制
。
要
面
談

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

　

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
害
者
と
家
族
を
対

象
に
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

と　

き
●
12
月
９
日
（
火
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

申
し
込
み
●
12
月
８
日
（
月
）

ま
で
に
社
会
福
祉
課
障
害
者
福

祉
係
（
☎
85
・
３
６
４
２
）
へ
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Sagan Tosu
Guts

子
ど
も
た
ち
の
声
援
が

勝
利
を
後
押
し

子
ど
も
た
ち
の
声
援
が

勝
利
を
後
押
し

　
十
一
月
九
日
に
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ

テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
J

２
第
四
十
二
節
「
対
草
津
」
戦

に
田
代
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
無
料
で
招
待
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
、子
ど
も
た
ち
の
声

援
を
受
け
た
サ
ガ
ン
は
、三
対
二

で
見
事
勝
利
。
終
盤
ま
で
も
つ

れ
た
試
合
に
、子
ど
も
た
ち
も

ゲ
ー
ム
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
J
リ
ー
グ
公

式
戦
に
無
料
招
待
す
る
こ
の
取

り
組
み
は
、市
が
ス
タ
ジ
ア
ム
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
施
設
命
名

権
）で
得
た
財
源
を
地
域
に
還

元
す
る
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
よ
う
と
、現
在
行
っ
て
い
る

小
中
学
生
対
象
の
無
料
招
待
の

ほ
か
、サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
無
料
招
待
は

今
後
も
続
け
ら
れ
、平
成
二
十

二
年
ま
で
の
間
に
、市
内
の
全

小
中
学
校
を
対
象
に
、順
次
子

ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
い
き
ま

す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
家
族
で
ス

タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運
び
、ス
ポ
ー

ツ
の
臨
場
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、

選
手
た
ち
に
熱
い
声
援
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

きのした・はるか　鳥栖北小学校４年
生。ミュージカル女優を夢み、日々歌や
ダンス、演技の練習に励んでいる。動
物が好きなＯ型の９歳。古野町在住。

「
風
の
わ
す
れ
も
の
２
」の
主
役
に

あんひと
　こんひと

　「
配
役
の
発
表
を

聞
い
た
と
き
に
は
、

本
当
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ

て
練
習
を
し
て
い
た

の
で
、目
指
し
て
い
た
主
役
に
選
ば
れ
て

う
れ
し
い
で
す
」

 

キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
が
、二
月

二
十
一
日
・二
十
二
日
に
市
民
文
化
会
館

で
公
演
予
定
の「
風
の
わ
す
れ
も
の
２
」

の
主
役
・
野
々
花
役
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
前
作「
風
の
わ
す
れ
も
の
」

に
、新
し
い
歌
や
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
出
演
二
年
目
で
の
主
役
抜
て
き
に
本

人
も
驚
い
た
ほ
か
、家
族
も
び
っ
く
り
。

学
校
の
先
生
か
ら「
が
ん
ば
っ
て
ね
」と

励
ま
さ
れ
た
り
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら

「
見
に
行
く
か
ら
ね
」と
声
を
掛
け
ら

れ
た
り
と
い
っ
た
周
り
の
反
応
に「
し
っ

か
り
が
ん
ば
ら
な
い
と
」
と
気
が
引
き

締
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
練
習
熱
心
な
木
下
さ
ん
は
、家
で
発

声
や
歌
を
練
習
し
、ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
に

通
う
ほ
か
、プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
劇

し
た
り
、過
去
の
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公

演
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
て
研
究
も
怠

り
ま
せ
ん
。

 

九
月
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
配

役
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
五
人
の
先
生
が

見
守
る
な
か
歌
と
ダ
ン
ス
、演
技
を
披
露
。

「
台
詞
を
少
し
間
違
え
た
け
れ
ど
、そ
の

ま
ま
続
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
」と
そ

の
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
初
回
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
に
あ

た
る
有
馬
治
子
事
務
局
長
は「
彼
女
の

歌
や
ダ
ン
ス
に
は
、人
を
引
き
つ
け
る
魅

力
が
あ
り
ま
す
」と
木
下
さ
ん
の
印
象

を
話
し
ま
す
。

　「
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、こ
れ
か
ら
も
練
習
を
が
ん
ば
り
ま

す
。ぜ
ひ
、見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

木
下
晴
香
さ
ん

196

と　き●12月20日（土）午後１時キックオフ
ところ●ベストアメニティスタジアム
問い合わせ●（株）サガンドリームス（☎81-
　5290）

招待券を受け取る田代小の児童

天皇杯準々決勝戦、BAスタにて開催決定

サガン鳥栖 対 横浜Ｆ・マリノス
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